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１．緒	 言	 	 

	 π電子系有機化合物は、強発光性を示すことから、有機 EL素子などへの応用が期待される。そこ
で、本研究では、ジピリド[3,2-a:2',3'-c]フェナジン(dppz)骨格の 10 位と 13 位に種々のπ電子系

原子団を導入した新規π共役化合物DPPZ-1 のジクロロメタン中ならびに高分子電界発光素子(PLED)

中における発光特性について検討した。また、DPPZ-1 を配位子とする新規白金(II)錯体 Pt-DPPZ-1

の発光特性についても報告する。	 
	 

２．実	 験	 	 

	 DPPZおよび Pt-DPPZ-1の発光（PL）特性は、室温
下、CH2Cl2中にて評価した。PEDOT:PSS(40nm、正孔
注入材料)を塗布した ITO ガラス基板上に、トルエン
溶液からのスピンコート法によって、DPPZ または
Pt-DPPZ-1、PBD及び PVCzの混合物からなる発光層
(80nm)を製膜した。次に、電子注入層として CsF (1nm)、
陰極として Al(250nm)を真空蒸着で順次製膜し、光硬
化性樹脂を用いて乾燥剤とともにキャビティガラス

中に封止した。発光層の製膜以降の工程はグローブボ

ックス中、アルゴン下で行った。 
 
３．結果と考察	 

（PL特性） 
	 CH2Cl2中、室温下における DPPZ-1 と Pt-DPPZ-1 の発
光(PL)スペクトルを図 1 に示す。DPPZ-1a では 559nm に
発光極大(λPL)をもつ黄色発光が得られ、DPPZ-1b では
594nmの橙色発光が得られた。このことから、dppz部位に
導入したπ電子系原子団のπ共役拡張に伴って、発光波長

が長波長化することがわかった。さらに、Pt-DPPZ-1a お
よび Pt-DPPZ-1bの発光スペクトルを測定したところ、λPL

が 600nm を超える赤色発光を与え、DPPZ-1 に白金(II)が
配位することによって約 50nmの発光波長の長波長化が認
められた。なお、Pt-DPPZ-1 の発光は DPPZ-1 と同様に、
ナノ秒オーダーの発光寿命(τPL)を有することから蛍光で
あると考えられる。 
（EL特性） 
	 各 PLEDに電圧を印加すると、DPPZ-1aを用いた素子では緑色、Pt-DPPZ-1aを用いた素子では橙色の電
界発光がそれぞれ得られた。よって、PLEDにおける電界発光は、溶液中の発光に比べ、短波長化するこ
とが認められた。 

 
	 

図 1	  DPPZ-1 および Pt-DPPZ-1 

 
図 2. 各化合物の PL スペクトル 
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